Notes and Translations: Daito-Sego （大東世語） XIX by 堀 誠
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〔凡例〕
一、
 本稿は、服部南郭﹃大東世語﹄ ﹁巧藝﹂篇の本文と原注に関する注釈である。
一、
 注釈は、早稲田大学大学院教育学研究科二〇一二年度科目﹁国文学演習﹂ （堀
　
誠担当）の受講生（趙倩倩・任清梅・呂天
?・
カパッソダニーロ）が講読担当話の発表資料に基づいて原稿化した。
一、
 底本は、早稲田大学図書館蔵本﹃ 東世語﹄ （寛延三年︿一七五〇﹀刊）に依り、また典拠に関しては同館蔵本 考﹄ （方寸菴漆鍋稿、寛延四年︿一七五一﹀序）を参考にした。
一、
 ﹁巧藝﹂篇の都合四話を、 ︹巧藝１︺のように順次表記した。
一、
 注釈は本文の︹書き下 文︺ ・ ︹訳文︺ 、原注の︹書き下し文︺ ・ ︹訳
文︺ 、および︹語釈︺ 、 ︹典拠︺から構成される。
一、
 ︹書き下し文︺は、原則として底本の訓点を尊重しつつ、適宜これを改めた。〔巧藝１〕
弘仁帝好
レ書。秘府多
レ藏。中有
二絶佳者一巻
一。帝珍
レ之。出示
二空海
一曰。
如
レ斯誠亦不
レ可
レ學也。恨未
レ知
二何人
一。海曰。是臣僧在
二唐國
一所
レ作。
帝以
二其體異
一。不
レ信。海曰。亦隨
二風土俗尙
一變爾。乃裂
レ軸奏覽。書
曰。某年某日。沙門空海書
二于靑龍寺
一。帝驚歎 先
レ是帝自以爲勝
二於
海
一。於
レ是矜心頓廢。益重
二海書
一。
〔書き下し文〕弘仁帝
　
書を好む。秘府藏すること多し。中に絶佳なる者一巻有り。
帝
　
之を珍とす。出して空海に示して曰く、 ﹁斯の如きは誠に亦た學
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ぶべからざるなり。恨むらくは未だ何人なるを知らず﹂と。海曰く、﹁是れ臣僧
　
唐國に在りて作す所なり﹂と。帝
　
其の體の異なるを以
て、信ぜず。海曰く、 ﹁亦た風土の俗尙に隨ひて變するのみ﹂と。乃ち軸を裂きて奏覽す。書して曰く、 ﹁某年某日、沙門空海
　
靑龍寺に
書す﹂と。帝驚き歎ず。是より先
　
帝自ら以
おもへ
爲らく海に勝ると。是に
於いて矜心頓
とみ
に廢し、益
ます
ます海が書を重んず。
〔訳文〕弘仁帝（嵯峨天皇）は書道を好んだ 秘籍を収める書庫にはたくさんのものを収めて た。その中にと も優れてい 一巻があり、帝は珍宝としていた。これを取り出し 空海に見せ、 ﹁このような作品はなかなかまねることはできません。ただ恨めしいことには未だ誰のかわ らない です﹂と言った。空海 ﹁これは私が唐 た時に書いたものです﹂ 答えた。 はその字体が異なっているので、信じなかった。空海は﹁それは唐土の世俗の
好はやり
尚
に従って変えただけです﹂
と言った。そこで、軸を取りこわして、帝に御覧にいれた。 ﹁某年某日、沙門空海
　
青龍寺にて書す﹂と書いてあった。帝は驚いてため息をつ
いた。これ以前には、帝は自分の書が空海より勝 ていると思 込んでいたが、 によ て 自負心がにわかに消えて、ますま 空海の書を重んずるようにな〔語釈〕弘仁帝
  
ここでは嵯峨天皇のことを指す。弘仁は日本の元号。八一
〇～八二四。嵯峨天皇在位期間は大同四年（八〇九）から弘仁
十四年（八二三）までである。
秘府
 
大切な品を入れる庫。 た、宮中の図書・秘記を蔵する書庫。
空海
 
七七四～八三五。真言宗の開祖。平安初期の僧。弘法大師の諡号で知られる。讃岐国多度郡（現在の香川県善通寺市）で生まれ、父は郡司の佐伯直田公、母は阿刀大足の娘、幼名は
真まお
魚。
延暦二十三年（八〇四） 十一歳の時遣唐使 留学僧として入唐し、翌年長安醴泉寺 般若 蔵らについて梵語やインドの学問を学習し、同年六月か 半年間、青龍寺 恵果から 密教伝授をうけて 真言密教の第 祖の位を継いだ。八〇六年に帰国し、膨大な密教の典籍 仏像などを日本にもたらした 高野山に金剛峯寺 創建 宗をひろめた。能書家としても知られ、嵯峨天皇、橘逸勢とともに三筆に数えられ、中国では五筆和尚と言われる。 ﹃即身成仏義﹄ ﹃弁顕密二教論﹄ ﹃三教指帰﹄﹃性霊集﹄ ﹃文鏡秘府論﹄などの著述類でも知られる。
俗尙
 
世俗の好み。
靑龍寺
  
中国陝西省西安市にある密教寺院であり、唐代長安の新昌坊
にあった。前身は隋の文帝の開皇二年（五八二）に立てられた霊感寺であり、唐 武徳四年（六二一）に一度廃寺となったが、龍朔二年（六六二）に再建され、観音寺と改められた。景雲二年（七一一） 、青龍寺に改称されたが 会昌五年（八四五） 廃仏によって再び廃毀され 大中六年（八五二）にいったん復興を果たし、護国寺と改められたが、北宋 元祐元年（一〇八
二一
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矜心
 
誇る心。自負。
〔典拠〕
﹃古今著聞集﹄巻第七―能書第八﹁嵯峨天皇弘法大師と手跡を争ひ給
ふ事﹂ （第二八六話） 。
（呂
　
天?）
〔巧藝２〕
空海。左右手足及口。插
レ筆竝書。世稱
二五筆和尚
一。
〔書き下し文〕空海は、左右の手足及び口、筆を插して竝びに書す。世
　
五筆和尚と
稱す。〔訳文〕空海は、両手両足および口に筆を持ち、同時に書いた。世の人々は﹁五筆和尚﹂と呼んだ〔語釈〕空海
 ︹巧藝１︺ ︹語釈︺ ﹁空海﹂参照。
五筆和尙
 
空海の呼称。五筆は、両手、両足及び口に各々一筆を取っ
て一時に文字を書くこと。
〔典拠〕
﹃古今著聞集﹄巻第七―能書第八﹁弘法大師を五筆和尚と称する事﹂
（第二九三話） 。
﹃今昔物語集﹄巻第十一﹁弘法大師渡唐伝真言教帰来語﹂第九。
（カッパソダニーロ）
〔巧藝３〕
飛彈匠人有
二妙工
一。與
二畫師百濟川成
一相善①。常各以
二技藝
一相調。心
不
二相下
一。一日匠請
二川成
一曰。近自建
二三閒四面堂
一。願來看。且煩
レ
畫
レ壁。川成便往觀家有
二小堂
一。四面扇開。匠迎請
レ入。川成升
レ階。
將
下由
二南戸
一入
上。其扇俄然自闔。驚却。將
レ由
二西戸
一。其扇亦自闔。
南戸自開。遂向
レ北向
レ東。皆如
レ始。竟不
レ得
レ入。怪而下。主人在
レ内
大笑。川成慙
レ之。思
二欲報
一 レ
之。故招
レ匠曰。近有
二一奇物
一。請來看。
匠疑
二其報
一不來。及
二數回
一而至。主人乃啓
二廊戸
一延
レ之。忽見
二其内
一。
死尸橫仆。脹腐
?
甚。匠怪畏將
レ旋。主人在
レ内大笑。卽復就視。畫
二
尸形障子
一。方知
二假物
一。
〔書き下し文〕飛騨の匠人
　
妙工有り。畫師
　
百濟川成と相
あひよ
善し。常に各
おの
おの技藝を
以て相調し、心相下らず。一日
　
匠
　
川成に請ひて曰く、 ﹁近ごろ三
閒四面の堂を建つ。願はくは來り看よ、且つ壁に畫
えが
くことを煩はさん﹂
と。川成便ち往きて觀るに家に小堂有り 四面扇開す。匠迎へて入らんこ を請ふ。川成
　
階に升る。將に南戸由り入らんとす。其の扇俄
然として自
おのずか
ら闔づ。驚き却
しりぞ
き、將に西戸由りせんとす。其の扇も亦た
二二
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自ら闔づ。南戸自ら開く。遂に北に向かひ東に向かふに、皆始めの如し。竟に入ることを得ず。怪しみて下る。主人
　
内に在り大笑す。川
成
　
之を慙づ。之に報ひんと思欲す。
故ことさ
らに匠を招きて曰く、 ﹁近ご
ろ一奇物有り。請ふ來り見んことを﹂と。匠其の報を疑ひて來たらず。數回に及びて至る 主人乃ち廊 を啓きて之を延
まね
く。忽ち其の を見
るに、死尸橫仆し、脹腐? こと甚だし。匠 畏れ將
まさ
に旋
かへ
らんと
す。主人
　
内に在り大笑す。卽ち復た就きて視れば、尸形を障子に畫
く。方に假物なることを知る〔訳文〕飛騨の職人にとても巧 人がいた。彼は画師の百済川成と仲がよかった。ふたりはそれぞれの技芸が匹敵するものであると思う一方、心の中では、自分 腕こそ上であると自負していた ある日、匠は川成を招いて言うことには、 ﹁近頃自分で四つの扉がつく三間の堂を作った。見に来てください。合わせて壁に描くこ もお願い い﹂と。川成はすぐそこに行って観ると、家に小さい堂があり、四面に扉が開いている。匠は川成を部屋の中に迎えいれた。川成は階段 上ぼり 南の扉より入ろうとしたが、そ 扉は忽ち閉じ 驚いて退き、今度は西の扉から入ろうとすると、その扉もまた閉まった。そし 南の扉が開いた。遂に北の扉 行っ 、東の扉 行っ 入ろうとした 、始めと同じようであり、終に入ることができなかった。川成はこれを不思議がりながら階段を降りた。主人は内 大笑いした。川成はこれを恥じて、仕返しをしようと考え わざわざ匠を招 て言う と
は、 ﹁最近一つのめずらしい物がある。見に来てください﹂と。匠はこれが川成の仕返しであると疑 、行かなかった。誘いが何回もあったので、川成の家に行った。主人は廊下の扉を開き、匠を家の中に招いた。すると、突然その中を見ると、死体が横たわ ていた。脹れ腐った臭気がひどくした。匠は怪しみ畏れて戻ろうとすると、主人は中で大笑いした。匠はそこでまた目を凝らしてみると、死体を障子に描てあった。これで初めて本物ではないことが分かった。︹原注︺　①
   川成家僮亡。倩
レ人追
レ之。其人苦
レ不
二識認
一。川成卽畫
二其僮面
一。
與令
二物色
一。果捕而至。文德帝時。以
二善圖畫
一。屢被
二召見
一。
︹書き下し文︺　  ①川成の家僮亡
に
ぐ。人を倩
やと
ひ之を追はしむ。
其
の人識認せざるを苦
しむ。 卽ち
其
の僮の面を畫く。與へて物色せしむ。果たして捕
へて至る 文德帝の時、善く圖畫するを以て、屢
しば
しば召見せらる。
︹訳文︺　  ①川成の家僮が逃亡した。川成はある人を雇って僮を追わせた。その人は僮の顔かたちを知らないことに困った。そこで、川成は僮の顔を描き、彼に渡し探させた。果たして僮を捕まえてきた。文徳天皇の時、川成 書画が上手であるため、しばしば天皇に召出された。〔語釈〕
飛彈
 
旧国名の一。現在の岐阜県北部。飛州。
妙工
 
優れた細工。優れた細工をする人。
二三
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百濟川成
 
百済河成とも。七八二～八五三。平安前期の画家。百済帰
化人の後裔で、本姓は余
あくり
。大同三年（八〇八）左
さ
近こんえ
衛、承和七
年（八四〇）百済朝臣となる。武官として仕え武芸に長じる一方、画技にも優れていた。肖像、山水、草木などをよくし、事物の特徴をとらえるのに巧みであったという。遺作はないが、当時の中国唐朝絵画の画風を受け継いでいたという。正史に特筆された最初の俗人画家として、画家の祖のように扱われ、その逸話や伝説は﹃今昔物語集﹄など 見える。
文德帝
  
文徳天皇。八二七～八五八。第五十五代天皇。名は道
みち
康やす
。仁
明天皇の第一皇子。母 藤原冬嗣の娘順子。承和九年（八四二）立太子、嘉祥三年（八五〇）即位した。在位中 政はもっぱら藤原良房によって行なわれ、在位九年にして三十二歳で崩御した。御陵は京都市の田
たむら
邑山陵。
相下
 
互いに譲り合う。
扇
 
とびら。あみど。
階
 
堂に登る階段。
延
 
人を引っ張 。案内して引き入れる。
?
 
甚だ臭う。
假物
 
にせもの。
倩
 
雇う。
〔典拠〕
﹃今昔物語集﹄巻二十四﹁百済川成と飛騨の工と挑む語﹂第五。
（任
　
清梅）
〔巧藝４〕
鳥羽僧正①好
二戯畫
一。嘗作
二旋風圖
一。吹
二米囊
一在
レ空。粃糠塵亂。側
畫
下僮奴遽欲
二抑留
一之狀
上。妙極
二?態
一。時人傳玩。轉進
二上皇
一。皇覽
大笑。且歎
二其工
一。及
二僧正朝
一。問
二其畫意
一。便應曰。有
二此事
一。近
日官供米至。大風忽起。輕
二颺囊穀
一。奴輩騷擾。臣僧傍看。不堪
二可
笑
一。戯作
レ此爾。上皇乃寤。令
レ考
二問倉吏
一。果有
二不法
一。供米多雜
二
粃糠
一。
〔書き下し文〕鳥羽僧正
　
戯畫を好む。嘗て旋風の圖を作る。米囊を吹きて空に在り。
粃糠
　
塵のごとく亂る。側
かたわ
らに僮
どどう
奴遽
あは
てて抑留せんと欲するの狀を畫
く。妙に?態を極む。時に人傳玩し、轉じて上皇に進む。皇覽て大笑し、且つ其の工み 歎ず 僧正が朝するに及びて、其の畫意を問ふ。便ち應じて曰く、 ﹁此の事有り。近日
　
官の供米至る。大風忽ち起り、
囊穀を輕颺す。奴輩騷擾す。臣僧
　
傍より看るに、可笑に堪へず。戯
れに此を作るのみ﹂と。上皇乃ち寤り、倉吏を考問せしむ。果して不法有り。供米
　
多く粃糠を雜ゆ。
〔訳文〕鳥羽僧正は、戯画を好んだ。かつてつむじ風の絵を描いた。つむじ風が米俵を空に吹き上げて、くずごめとぬかが塵のように乱れ、そばで
二四
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童たちが慌てて止めようとしている様子が描かれていた。巧みにそのおろかな様子を描き極 た。人々は絵を伝えて賞玩し、転じて上皇進呈された。上皇はこの絵をご覧になると大笑し、そのわざを歎賞した。僧正が参内した時に、その絵の意味を尋ねてみた。僧正が声に応じて答えて言うことには、 ﹁こ ような出来事がありま た。ちかごろ、役所の年貢米 届い 際に、強風が俄かに起り、俵に入っ 米を軽々と吹き舞い上げてしま ました。しもべどもが大騒ぎし いました。拙僧はそばでじっと見ていて、笑い らえられませんでした。戯れにこれを描いたのです﹂と。上皇はそこで悟り、倉役人を拷問させた。果 して不法が行われ、年貢米には多くのくずごめとぬかが混ぜられていたのであった。︹原注︺①
 覺猷。源衟濟之孫。能賢之子。居
二法輪院
一。稱
二鳥羽僧正
一。
︹書き下し文︺①
   覺猷
　
源衟濟の孫なり。能賢の子なり。法輪院に居る。鳥羽
僧
正と稱せらる。
︹訳文︺①
   覚
猷
は
源
道
済
の
孫
で、
能
賢
の
子
で
あ
る。
法
輪
院
に
住
し
た。
鳥
羽
僧正と称された。
〔語釈〕鳥羽僧正
 
一〇五三～一一四〇。平安時代後期天台宗の高位の僧。大
納言源隆国の第九子。出家して覚猷と号した。四天王寺・証金
剛院・法住寺の別当、園城寺長吏を歴任し大僧正に進み、のち天台座主となる。鳥羽の証金剛院に住したところから世に鳥羽僧正と称された。密教図像 収集・研究を行ない、また、画技にもすぐれ、戯画に長じていたという。覚猷画と称する、米俵の飛ぶ飛倉を主題にする﹃信貴山縁起﹄三巻（朝護孫子寺蔵、国宝）や﹃鳥獣戯画巻﹄四巻（高 寺蔵、同）があり、ざれ絵・嗚おこ
呼絵の系列と見られる。江戸時代の鳥羽絵は鳥羽僧正覚猷に
ちなんでつけられた漫画である。
戯畫
 
誇張したり風刺を交え りして描いたこっけいな絵。また、戯れに描いた絵。ざれ絵。
源衟濟
  
？～一〇一九。平安時代中期の歌人、漢詩人。中古三十六歌
仙の一人。光孝源氏公忠の曾孫、信明の孫。能登守方国の男文章生より宮内少丞・蔵人・式部少丞・同大丞などを経て長和四年（一〇一五）筑前守兼大宰少弐に任じ、寛仁二年（一〇一八）正五位下に至った 歌学書﹃道済十体﹄をのこし、勅撰集には﹃拾遺和歌集﹄以下に六十一首入集 大江以言に師事 漢詩にもすぐれた。家 ﹃道済集﹄ 。
 
　
しかし、歴史上、覚猷の祖父は源俊賢であるが、源道済を祖
父とするのは、筆者の誤認と思われる。源俊賢、九六〇～一〇二七。平安時代中期の公卿。源高明の三男 長徳元年
( 九九五
)
参議、寛仁元年
(
一〇一七
)
権大納言。治部卿、皇太后宮大夫
などをかねた 正二位。藤原道長 権勢をささえた能吏で、藤
二五
?????? ??????????? 原公任らとともに一条朝の四納言と称される。 ﹃大鏡﹄ ﹃古事談﹄に賢者としての逸話がみえる。
能賢
 
源能賢。生没年不詳。源能俊の子 右兵衛佐、従四位に至った。のち出家。覚猷の父は源隆国であるが、能賢を父とするのは、筆者 誤認と考えられる。 、 〇〇四～一〇七七。平安中期の歌人、文学者 俊賢の二男 正二位権大納言に至り 宇治大納言と呼ばれた。のち病を得 出家。 ﹃後拾遺集﹄以下の勅撰集に六首ほど入集。 才にすぐれ、仏教に通じ、散逸した﹃宇治大納言物語﹄の撰者ともいわれる。
法輪院
  
園城寺の中にある。園城寺は、滋賀県大津市にある、天台寺
門宗の総本山。覚猷は覚円に師事 四天王寺別当となり、同寺復興に功をたてたあと、園城寺 法輪院を建立して籠居すること二十数年、密教事相の研究に努め、収集の図像は﹁法輪院本﹂として重きをなした。
粃糠
 
粃は秕と同じ。しいな、くずごめ。糠 米ぬか。
?態
 
おろかなようす。
供米
 
供出米。年貢米。
輕颺
 
ここでは、軽々と吹き上げること。
陶淵明の﹁帰去来兮辞﹂に
は、郷里に帰る舟が軽快に進むさま 用いられている。
騷擾
 
さわぎ乱れる。さわいで秩序を乱す
〔典拠〕
﹃古今著聞集﹄巻十一―画図第十六﹁鳥羽僧正絵を以て俵米の不法を
諷する事﹂ （第三九五話） 。
（趙
　
倩倩）
